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1.緒

從來遙の 結核菌槍出方法としての培養の 慮用

は、陰蛭か、陽性か、即ち定性 と云ふ事が主とさ
ミ

れて居た。 しかし、定性 と同時に、定量と云ふ事

も必す問題とされて來たが、一億 は、一白金耳中峰

含まれる菌の量と云ふ覇で解決され て居 た。 然

し、白金耳による定量の不正確である箏 は、 日

常、我 々の経験 してゐる所である。最近、結核症

に封する、化學療法剤、抗菌性物質の研究、外科

的療法等の廣 く行はれるに蓮れて、結核患者の病

的材料中の結核菌の漕長を、正確に知る事が必要

となつて來た。一・方又、動物を使用 した、化學療 ・

論

法剤、抗薗歓物質及び冤疫の研究等に於て も、動

物臓器の結核菌を塞量培養する璃は、必要飲 くべ

からざるものである嶺を誰明 してゐる。樹、動物
や

に接種 した生菌量の決定、其の他種々の實験に於

ても、●純粋培養の菌浮游中の、生菌量を決定する

箏が必要である場合が多い、か う云ふ 様 な 意 味

で、今後の培養は、定性 より定量へ と移 り攣 らね

ぱならない。我 々は、此庭で先づ第一に、菌浮游

液の定量培養の方法に就いて、實験 したので御批

判を仰ぎたい。

2.

實験方法:小 試験管に、7c.c.前後分注 した種々

の組成の鶏卵培地に、純粋培養の菌株で菌浮游液

を作 り、滅菌蒸溜水で適當にうすめて、メスピペ

ットで、O・lc・c・宛培養する。培養したら培地を動

か して、薗浮游液が斜面全艦にうるほふ様にする。

培地は直ちに斜面姦に並べ、37。Cの 卿卵器に放

置し、培地内の液の乾躁す るのを侯つて封蝋 し

斜面壷よ り取 り幽して、たてて竹籠に入れ、37。c

の艀卵器に放置 して、聚落の有無を稔査 し、更に

数へられる歌態になれば数へ、充分聚落が出つ く

して・しかも融合 しない適當の時期を撰んで比較

する。 、
の

其 の1岡 片 倉 培地 よ り種 々の組 成 を除 去 して

の培 養實 験.

第1表 の様 に 、剛 槍 培 地 よ り、第 鱗 酸 力哩

を除 去 した もの… …(1)第2燐 酸 曹達 ……(2)

味 の 素 … …(3)グ リセ リン… ・一④ 第1燐 酸 加

里 ・第2燐 酸 嘗達 》 味 の 素 ・・…(5)等 を除 去 し

た培 地 を作 り、本 來 の 岡 片 倉培 地 ・… ・・(6)と 比 較

す る。 即 ち之 等 の 培 地 、10本 宛 を 使 用 し、 人型

實験方法及び其の成績

第1表 岡片倉培地より種々の組成を除去して

の比較培養

＼ 培鴛類{

凝＼ ＼
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・(6)は本來の岡片倉培地、岡片倉培地よ り

謬 培地の徽 ものを除去したも卿 ～⑤ と

醐権羅 驚

__.
培地斜 面に鯨す所無 く獲育 した もの'糊…1

冊 …甚だ多激で歎へ られない もの

糊 齢 購 齋 ないもの
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菌 、吉 田株 で 菌 浮游 液 を作 り、培 養 し、28日 目に

此 較 した。 聚落 撒 は 、培 地10本 の 李 均 鐵 で あ る。

1)と5)で は5mg×10-i,lmg×10-1,1mg×10-2

と云 ふ様 に 、大 量 の菌 を培 養 した ので あ るが 、 全

然 磯 青 しな い。 之 に反 して 、(2)、(3)、(4)、(6)で

は 、 聚落 の 籔 へ られ な い 程 、。澤 山 登 育 して ゐ る。

更 に 稀繹 して培 養 す る と 、lmg×IO-9,lmg×10--4

で 、漸 く聚落 が数 へ 得 る程 度 とな る。 この成 績 を

見 る と、3)4)6)は 大髄 差が 無 い が 、2)は(6)

に 比 して 、多 少 多 い ので は な いか と思 はれ る。 之
ノ

等 培 地 の 凝 固水 のP建 を見 る と、1)は7.8、5)

は7・5で あ つ て 、其 の他 は何 れ も6.8で あ る◎ 之

の 成績 か ら、 第1燐 酸 加 里 は 、培 地 に封 しぜ は、

不 可 鋏 の。もので あ る し、味 の素 や 、 グ リセ リンは

嚢 育 に は多 少 影 響 が あ るに して も、第1燐 酸 加 里

〆

程では無V蟷 がわかる。又第2燐 酸曹達は、この

際、寧ろない方が よいのではないかと思はれる程

である。
へ

其 の2鬼 第1燐 酸 加里 培 地 と岡 片 倉 培 地:第1

燐 酸 加 里 が 、不 可 訣 の もの で あ る薪 が わか つ た の

で 、更 に追 及 して 、 岡 片 倉 培 地 よ り第2燐 酸 曹達

を除 去 し、基 汗100c。c.に 封 して 、 第1燐 酸 加里

の 加 へ る量 を、O.19,039,0・59,1・092・09,3・09

と して 比較 培 養 して 見 た 。 原 液 のPHはO・Ig～

O.59迄 は4.8、1.09は4.6、2.09、3.09は4.4で 、

増 地 の凝 固水 のPHは 、0.19の もの は6.8、0939

～1.09は6.6、2.09、3.09で は6.2で ある。 比較

培 養 の結 果 、1.Og混 入 さ才i-t?もの が 、聚 落 の 数が

最 も多 くて 、獲 育 も よい事 が わか つ た。 之 の培 地

と岡片 倉培 地 と を比 較 す る と次 の様 で あ る。

第2表 第1燐 酸加里培地 と岡片倉 培地 の比較(其 の1BCGの 培養)
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第3表 第1燐 酸蜘里培地と岡片倉培地の比較(其 の2・人型菌の培養)
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第4表 第1燐 竣加里培地 と岡片倉培地 との比較(其 の3,手 型菌の培養)・
一

卿
列

10
匁

ー

弓10

ー
や'10

30

冊

冊

冊

冊

冊

柵

静

帯

冊

什IIrIーー

駁

80

30

36

一1妙

25

卜1きII

帯

帯

升

併

帯

紘…ーー
10

10

31

28

雛

14

一

ゴ

一

糊

一

一

L

噸

噌

鱒

噌

一

繭

「

一

30

㎜

脚

酬

鮒

鰭

鼎

鼎

冊

鼎

冊

25

冊

冊

冊

撒

甜

ー

●

帯

冊

併

惜

冊

…

ー

…

…

…

…

帯

帯

帯

帯

帯

{

一

「

一

[

16

.ー
10

ー
曇

30

囎

一

脚

「

隔↑

一

一

劇

一

一

ー

贈

鮒

紺

尉

㈱ー

縦

闇

灘

術

灘

25…ーー

レー6

馴

繍

㈱

鮒

附

`冊

冊

柵

冊

冊

セ

泄
冊

冊

梛

冊

…

一

,
【

=

[

10

一

噸

鞠

艦

一

噛

一

噸

一

一

…事

…

…露繹稀
揃

日髄
＼

〉

類斎礪
第
一
燐
酸加

里
培地

悔

憩.

岡

片

倉

培

地

註 槍査 日の敷字は 日目を示す。

第5表 第1燐 酸加里培地 と岡片倉培地 の比較(其 の4,鳥 型菌の培養)
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第2表 は 、1c.(1.申40mg含 むBCGの 原 液 を

ユ0-610-7倍 忙稀 繹 して 、之 をO.1c.c・ 宛 培 養 した

祓 績 で 、1週 間 毎 に6週 間 観 察 した。 此 の表 に依

れ ば 、 一見 して 、第1燐 酸 舶 里培 地 の方 が 聚 落

の 出 方 が 早 く、 又 同時 期 の もの を比較 す る と、聚

落 の 数 も多 い 事 が わ か る 。第3表 は,人 型 菌,陸

FLP・ の ・ グ リセ リ
、ン馬 鈴 薯 培 地 ・4週 間培 養 の

菌 株 で 、1c.c・ 中20mgの 原 液 を作 り、10-?,10鴨8

倍 に 稀 繹 して 、培 養 した成 績 で あ る。 之 で は12日

後 の 観 察 が10・ 日後 の22日 とな つ て ゐ るの で 、

聚 落 の 幽 方 が 、 早V・か ど うか は 不 明 で あ るが 、第

1燐 酸 加里 培 地 の 方が 、聚落 数 の 多 い 事 は 確 實 で

・ 第6表

あ る。 第4表 は 、牛 型 菌 、傳 牛2の グ リセ リ ン馬

鈴 薯培 地 、25日 培 養 の菌 株 で 、1c・c・中20mg含 む

原 液 を作 り、10-s,10-6,10-7倍 に稀 繹 して 、比

較培 養 した 巻の で あ る。 この 表 で も、第1燐 酸 加

里 地 の 方が 、 聚 落 の 出 方 も早 く、 数 も多 い 。第5
ず

表 は 、 鳥 型 菌 の グ リセ リン馬 鈴 薯 培 地 、1週 聞培

養 の もの で 、1c.c・ 中50mgの 原 液 を作 り、10-・s
ひ

10-9,10-lo倍 に稀繹 して4印 目に螢育 した聚落

数を比較 した ものであるが、此の場合は爾者の間

に差が無い◇

其の3岡 片倉培地の基汁のPHを 、種々に修

正 しての比較培養◎ 辱

ぼ

岡片倉培地の基汁のPHと 種々に攣へた培地及び小林培地への培養

培 地 の 種 類
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註 二培地 の種類

!(D基 汁のPHを5・0と 修 正 したもの

(1)〃 〃6・0〃

岡片倉培地(の 本來 の岡片倉培地

(W)基 汁のPHを7・0と 修正 した もの

(V)〃 〃8・4〃

一・S・林制1麗 難 卿
綴 騒 の

第1燐 酸加里培地:前 述 一

岡片倉培地の基汗のPHは6・4Ut後 であるが、

盤酸及び苛性曹達で修正 して・第6表 の様に5・0

～&4の 一聯のPHの 基汗を作 り、之等の基汗で

一聯の岡片倉培地の攣形を作 り、之を(1)(E)

(皿)(IV)(V)と する。(皿)は 本來の岡片倉培

地で、PHは 修正 してゐない。之等培地の凝固水

のPHは6。0～3.6で ある。之に1c・c・中40皿9

含むBCG原 液の1日 氷室に放置のものを10"'6倍

に稀繹 して、10本 宛の培地に培養 し、31日 目に

盛育 した聚落数を李均 して記載 して見た。其の成

'
:156,と 著明に壇加 して居 り、反封にアルカリ性の
痴場合には

、全然襲育 してゐない。叉同時に培養し

た第τ憐 酸加里培地では145で あつて、岡片倉増

地(1)と 同様である。

其の4小 林曙地②と第1燐 酸加里培地:小 林増

地は、基汗の中に、第1燐 酸加里、アスパラギン、

グ リセ リンを含み、PHをa2に 修正 し、之に鶏

卵液を加へ、色素は ゲンチアナ紫 を使用 してゐる。

余等は、ゲンチアナ紫と、マラヒツ ト緑と岡片倉

培地め場合と同量に含む ものを作 り、其の3に 歯

績は、第 ユ實験であつて、本來の岡片倉増地の聚 阪 ける岡片倉培地の(1)(■)(N)と 、第1燐 酸

落が1.4で あるが、酸性 となるに蓮れて、46・4,加 里培地を 同時に使用 して培養 した。培地は10
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.本宛使用 し、1c・c・中50mg含 むBCG原 液を1目

氷室に保存 したものを、10-7倍 に稀繹 して培養

し、31日 目に螢育した聚落数を、第6表 、第2實

験の欄 に記載 した◎共の成績は、小林培地は大膿

第1燐 酸加里培地 と登育の鮎では差が無かつた。
の

又岡片倉培地は何れ も多少焚育が悪かつた。之は

1日 放置 した菌液を用ひた爲かも知れない。

其の5第1燐 酸曹達培地

第1燐 酸加里の代 のに、酸性である第1燐 酸曹

達を1・09100c・c・の基汗にまぜる。と、基汁のPH

は4.6前 後、凝掴水のPHは7び 程 度 で あ る

が、之の培地 も第1燐 酸加里培地と同様によく饗

育する事がわかつた。樹、第1燐 酸加里は量の多
の

くな るに連 れ て 、獲 育 は悪 いが 、第1燐 酸 曹達 で

は 、100c.c.の 基 汁 に封 して19,29,39,49と 檜

して も、獲 育 の黙 に於 て は 、著 明 の 差 は無 か つ た 。

其 の 揚 合 の基 汁 のPHは 、夫 々4.6,4、6,4.4,4.4

で あ つ て 、 凝 固 水 の 野Hは7.0,7.0,6・6,6・6で"

あ つ た 。
㊥

其 め6ア ル カ リ性 の燐 酸 盤 を用 ひ た増 地

第2燐 酸 加里 を 第1燐 酸 加里 の 代 りに19～49・

を基 汁 に加へ て 見 る と、基 汁 のPHは6.6～6.8

で あ り、凝 固水 のPHは7.2～7.4で あ る◎ 此 の

場 合 は 岡片 倉培 地 に比 して 嚢 育 が 非 常 に 悪 くな

る。 同様 に して 、第2燐 酸 曹達 をO.190390.59

と混 入 す る と、基 汗のPHは7.6～8.2と な り、

凝 固水 のPHは72～7.4と な る。 又 第3燐 酸 曹

達 をO.59～2.09混 入す る と、基 汗 のPHは7.2～

&4と な り、凝 固水のPHは9.0～9.6以 上 とな つ

て ・結 核 菌 は ・全然 嚢育 しな くな る。

其 の7結 核菌 の蒸 溜 水 に よる薗 俘游 液 のPH

を種 々に攣 へ て 、澗 片倉 培 地 と第1燐 酸 加里 培 地

に培 養 した實 験

減菌 蒸 溜 水 写 稀 繹 し孝蓉 液 のPHは5・4前 暖

で あ る。 之 を培 養 した 成 績 は 前斌 の様 で あるが ～

今 度 は菌 液 のPHを 種 々に攣 へ て 比較 培 養 した 。

即 ち1Nの 蜷酸 及 び苛 性 曹 達で 、蒸 溜 水 のPHを

修 正 して 、1.4・v8.4の 一一waの もの を得 た◎ 之等 の

も噸)を10c・c・宛 、滅 菌 試 験 管 に取 り、之 を滅 菌 し

之 等 に'lc.c.中40血9含 むBCG原 液 を、'IO…5倍

に うす めた もの を0.1c.c.宛 加 へ 、.よ くまぜ 、其 の

O.1c.c.宛 を、岡 片 倉 培 地 及 び 、第1燐 酸 加 里 培 地

8本 宛 に培 養 し、32日 目の 聚 落 数 を比較 したd菌

液 のPHは 、更 に培 養 直 後 、試 験 液 に よつ て測 定

しY之 の便 をPH値 と した。 術 培 養 時 に は 、PH

1.4～4。4迄 は、 肉 眼的 に 、極 くかす か に凝 集 反懸

が認 め られ たe其 の 威績 は第1圖 の様 で あ る。

第1圖 菌浮 游液 のPHと 種 々に饗

へての培養實験

瑠蒋倉増壇
一 翫 矯痴 ・跡 勉

噂 ア縫

、

PH3.0,4.4の 部 分 の培 養 は 、 封蝋 を忘れ 、爾

培 地 の1～2本 に2～3ケ の 聚 落 を認 め た の みで

あ つ た ので 、此 の成 績 か ら除 外 した 。太 い顯 線 は

第1燐 酸 加 里培 地 の 、叉 、實 線 は周 片 倉 増 地 の聚

落 数 を示 して ゐ る。 岡 片 倉 増 地 で はPHが 、1.4,

1.8,2.2等 で は 、聚 落 数(8本 の李 均 雌)2.5ケ 、

O.7ク 、&0ケ 等 で 少 いが 、PHが6。O,6.6,7.4と

な る に蓮 れ て 、数 が檜 して13.6ヶ 、18.0ヶ 、11.5

ク とな り、更 にPH*Aで は4.0ケ とな つ て ゐ る 。

邸 ち 、 申性 、乃 至 弱酸 性 、弱 アル カ リ性 で 聚 落 の

藪 が 最 も多 く、酸 性 或 ひ は ア ル カ リ性 の増 す に随

つ て 、聚 落 の 撒が 徐 々に減 少 して來 る。次 に 燐酸

加里 培 地 で はPH .1・4よ り7・4ま で は 、聚 落 数 は

16ク ・乃 至21.4ケ で あつ て 、 大膿 李均 して ゐ る。

そ してPH8.4で は 、聚 落 藪 が 最 も多 くて29.7ク

で あ る◎ 之 は恐 ら くは實験 の まつか つ たが 爲 で あ

つ て 、大 膿 は 李 行 す る もの と考 へ て よいの で は な

か ら うか?伺,PH6.6の 所で は 、岡片 倉培 地 と

燐 酸 加里 培 地 の 聚 落籔 が 一致 して ゐ る・ 叉何 れ の

PHの 揚合 で も、 第1燐 酸 煽里 培地 の方 が 、聚 落

の 娼 方 が 早 くて 、培 養 後15日 目valま、聚 落 の数

が 数 へ られ る位 の大 き さに獲 育 した が 、岡 片 倉 培

地 で は、 それ よ り、1週 間 後 に 、漸 く聚 落 が数 へ

られ る程 度で あつ た 。 轡
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3・ 総 括 及 び 考 察

我 々は以上の檬に種々の實験成績を示 したが、

之等の事から前虚理をしない場合で も、培地のPH

が、我々が想際 してゐる以上に結核菌の登育に影

響 してゐる事がわかつた◎從來迄は、鶏卵培地に

於 けるPHに 就いては、絵 り注意が梯はれなかつ

た◎殊 に前虚理をしない場合に就いては、一向に

検討 されないで、軍に中性付近がよいとされてゐ

た◎それで從來迄使用されてゐる増地 も、大 麗中

性付近である。著者の一人小川は先に定量的増養

に於ける前塵置 と培地との關係を追及 し、其の間

に密接な關係のある事を詮明 したが、今同の實験

に依つて、培地のPHが 不適當であれば、可な り

大量の菌が植へられても畿育 しない事を明らかに

した。又、前虞置をしない場合は、岡片倉培地 よ

りも酸性である培地が、より獲育のよい事がわか

り、随つて岡片倉培地 より第2燐 酸薄達を除き、代

りに酸性である第1燐 酸加里を原液に1%に 加へ

るか、第1燐 酸曹達 を1～3%に 加へた方が成績

のよい事がわかつた◎尚 この際、培地の基汁のPH

を標準ζした方が、培地㊧凝固水を測定 して標準

とするよりも、はつ きりする様に思はれる。なぜ

nt4
.

なら岡片倉培地の凝固水のPHは6:8、1%に 第1

燐酸加里を加へた ものは7.0、 前後であつて、冊

片倉培地との聞に著明の差は無bが 、基汁のPE

は前者では6.2、 後者では3.2で あつて、其の間

には可な りの差がある。又同一PHに 於ても、燐

酸鰹の量の少い時或は量の多い時は獲育のおくれ

るのを見てゐる。義々は更に菌浮游液のPHを 種

々に攣へて培養すると余等の培地では一般に測定

し得るPH域 では、大{鍵F等 に稜育し、 しか も岡

片倉培地で最 もよく脅育 した勲 と同様の線で墾青

する事を詮明 した。之は如何なる理由によるかは、

今後の研究に侯つとして、余等の培地矯は、兎に

角、PHを 測定 し得 る程度の ものは、大饅同檬に

螢育するものと考へてよいo一我 々の培地と似でゐ
'る ものに

、小林氏の培地があるが、氏の出螢鮎は

作 り方の簡翠なものをとの理 由で声つて、第 ユ鱗

酸加罪を使用 した事0理 由に就いては一言 も鯛れ

てゐなV・。尚、外國で從來迄最 も多 く使用されて
　の

ゐ るPetragnani氏 の培 地 は 、 岡 片 倉培 地 に正 適

して ゐて 、余 等 の培 地 と可 な りの差 が あ る。

余等の培地の製法及び培養の方法

前盧理をしないものを鶏卵培地に培養するのに

は、余等の酸性の燐酸鷺の入つた培地 を使用する

のが最 も礁實である事がわかつた。我 々の培地は

次の檬に して作る。

第1燐 酸加里1・09

基 汁gic。;K(或 脇1難 蜘 、.。g

蒸 溜水100.Oc.c.

基 汁100c.c.に 封 して 、全 卵 液200c・c'を 加 へ,

更 にグ ゾセ リン2%とleラ ヒッ 畷 液 を 各6c・ α

宛 加へ 、小 試 験 管 に分 注 す る◎ そ して 充分 に凝 固

滅 菌 す る。 滅 菌 は 唯1回 で 充 分 で あ る事 は 、此sip

培 地で も同様 で あ る◎ 次 に培 養 の 方法 で あ るが 、

純 粋 培 養 の菌 浮游 液 を0・lc・c・O・2c・9・03c・c.

5.結

結核菌の浮游液を増養する場合には、余等の第

1燐 酸加里、或ひは第1燐 酸曹達の入つた培地を

使用 し、0.1c.c.宛培養するのが最も確實である。

(柳澤謙博士の御校開を謝ず)

O・4c・e・O・5c・c.と培 地 に分 注 して培 養 して見 る と、

培 養 量 の2倍 、3倍 等 に な るに 随 つ て 、嚢 育 す る

聚 落 の 数 が2倍 、3倍 とは決 して な らな い で 、何.

時 も、聚 落 籔 はす つ と少 い 。之 は結 核 菌 が 液 の 中

に浮 游 され て ゐ る と、其 の生 活 力が 弱 つ て來 る爲

で は な いか と思 は れ る。 輩 活 力 の弱 らな い 中 に 、

早 ぐ乾 燥 させ て 封蝋 す る 事 は ・、成 績 を確 實 にす る

もの と思 はれ る。 階 つ て培 地 の 申 に凝 固水 の 澤 山

あ る もの は ・棄 て た 方 が よや 。 又培 地 が 、・すつ か

り乾 燥 し切 つ て 、O.lc.c.だ け で は 、斜 面 を温 ほ す

の に困 難 を感 す る場 合 はO・2c.c.で もよい し、 或

ひ は豫 め、O.1c.c.前 後 に滅 菌 蒸 溜 水 を加 へ て お い

て 、培 養 して もよい 。

論
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結核菌の定量的培養法について

(其の二)動 物臓器 よ りの培養法

財團法人結核豫防會結核研究所(所 長 隈部英推)・

小/川 鳳辰 次

1緒

實験的に結核に感染 させた動物の臓器から、塗

抹標本を作 り、或ひは組織標本を作つて、其の中

に含まれてゐる菌量を比較する事は容易な事では

ない。随つて我々は培養により定量的に之を測定
くエ　　め くの

するよ り外無い◎定量培養の方法は今迄2、3嚢

論

表されたが、複雑で、しかも正確で無い。我 々は

昭和19年 以來、種々の動物につ き、臓器の定量

培養を行つて來た。そして幾多の攣遷 をへて、現

在稻見るぺ き方法に到達する箏が出來たので、此

虎に獲表 しぐ諸先進の御批判を仰 ぎ度～(。

II當 初 の 培 養 方 法.tS

ジ

「臓 器 を無 菌的 に探 り、適 當 に切 つ て 秤 量 す る。 水 を1c.c.の 割 合 に 加へ 、臓 器硫 酸 水 浮游 液 を作

之 を乳 鉢 で播 り、臓 器O.lgに 樹 して2%の 硫 酸 り、 直 ちvaO・1c・c.宛、岡 片 倉 培地 に培 養 す る。 そ

第1表 剖繊す る迄 の期間 と菌獲育 とめ關係 。

期

諏

の
時

III週

動
物
番
號

肉
眼
所
見

221 帯

227 糎

VII適

岬 叫1
柵257

XV週

叫 冊

258

臓
器
使
吊
量

・・7gl

O,59

聚 落 鍛

10"t倍

勲(醐,酬,・ 賃Ilt,鼎
,臨)

)冊冊
柵

籍

冊(

α同
の

XXIII週
,

。.4gl

10"2倍

・58騰 鷺15翫)

・・7(1細 ⑤111う

10-3倍

・4(18;ll;14・)

・3(18,12,12,11
,10,)

・・4・4(134,111,106,86
,85,)lS(解;1;・8')一

・・6gl

雌團

2叫

268

0癖4g柵,撒,90,45,

糾 α69
冊,冊,75,0,

6畷1麦 州6(12,11,10,4
,1,)・

・・3(185,158,170,2
,0,)

9(1鷲 。;'o
,i6,)

6・8(22,12,0,0
,0,)

0

3・・5(665;35・20・)し7(3:2・1・)

0, 0,

註1)括 孤 の車の並列 したものは培地に獲育 した聚落教 を示 し・括孤 の外 嫌卒均聚落敷を示す。

2)榔 微 は聚落の敷 へ られ ない事 を示す◎ 、"

3)肉 眼的所見は佐藤、柳 澤氏等 の標準 に依 る。

4)III週 目の聚落敷は培養後3週 目に叉XV週,V双 週 目

XXIII週 目の ものは5遍 後の聚落敷 を示す。
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して斜面肇にねかせて37◎Cあ 癬卵雛で乾燥させ、

封蝋 して、たてて竹籠に入れて、37。Cの 艀卵器

に培養する」・

臓器は無菌的にとれる故、硫酸の濃度は、なる

べ く低 くし、しか も雑菌り入らない所 と云ふ事で
き

2%と し、又臓器共の ものは結核菌の獲育には何

等影響は しない し、特に定量℃ある故、・一定に稀

繹 して一定量を植へた方が確實であると云ふ事が

わかつたので、遠心 しないで稀繹 した ものの一定

量 を植へる覇に した◎

臓器の稀繹度は、5倍 量溶とピベハ が通 帆

くいので、10倍 とし、1本 の培地に植へる量は

なるべ く早 く乾燥させ、 しか もビベッ トで測定出

來る最低の限度としてO・1c・c.とした。我々は、

焚育 した聚落の敬を数へる窮の出來る爲に、臓器

の病髪㊧程度により・10-i倍 から10-2倍 、10-3

倍 と稀繹 して培養 してゐる。我々は此の方法によ

り、貧験 してゐる申に、注 目すべき嶺實が認 めら

れた。 ・

第1表 は、人型菌下株 をO.1mg皮 下に接種 し、

種々の時期に撲殺 した天竺鼠の脾を培養 したもの

である。EPち3週 ・7週 に於τは・同時忙使用し

た増地には大髄同歎の聚落を認め、且つ10-i倍

稀繹めものは10-2倍 稀繹の約10倍 の聚落を認
ノ　

め、又10髄3倍 稀繹の ものに比 して約100倍 の聚

落撒を認めるが、23週 、15週 に於てば、全 く遜

々である。樹 この時期 に撲殺 した動物に於ては、

肉腹的に 著明な 病攣を 呈 してゐるのにかかわら

す、培養陰性 を示 したものが多かつた。此の事實

は輩に脾だけでなしに、備 、肝等に於ても認めら

れた。之はいかなる理由によるのか今後の槍討に、

侯たねばならないが、長い期間を経過 した動物の

臓器中の結核菌が、其の煙歌に何等かの攣化を來

し、其の結果、生活力が弱つてゐるのではなから

.うか?何 れにせ よ、此の様な菌 を嬉養出來な嵐パ

のでは、満足出來ない。随つて改良する鯨地が多
ヤ

分にある様に思はれた。 ・

皿

1.硫 酸 虚 置 に よる實験"

先 づ 第 一 に 、 人 型 菌 下株 をO.1mg皮 下 に接 種

して感 染 を行 ひ 、7週 後 に撲 殺 した 天 竺 鼠 の 脾 を

滅 菌 蒸 溜水 で10-2倍 稀 繹 と し、之 を豫 め4.5c.c.

宛 分 注 して お いた1～4%の 硫 酸 水 に 、」α5c。c.宛

加 へ て 、10墜3倍 稀 繹 と して 、4本 の 岡 片 倉 培 地 に・・

植 へ 、4週 後 に登 育 した聚 落 を比 較 しで 見 た。 其

の 成績 は第2表 の様 で あ る。 ド

第2表 硫酸 の濃度の菌獲育に及ぼす影響

培 養 法 の 改 良實 験

動
物
番
號

農

,質

ヨ

硫 酸 の 濃 度

・%12引3%14%
亀

Cap・5911副82・5・3… α84.5

了 　 81組 鋼e・512・3い

H・33州7・5
.α31α3い

「Hi271柵i…87・514・313・ ・

駐1)緻 字は孕均 聚落緻 を示す。

2)肉 眼所見は佐藤、擁澤氏 等の標 準によ

る。

帥ち硫酸の濃度の濃 くなるに連れて、聚落は減

少 してゐる。然し濃変の如侮にかかわらす、4本

の増地に同時に植へた ものは、大膿同歎の聚落が

認められたし、雑菌 も皆陰性であつた。次に3瑚9

の人型菌 を静脹に注射 した家兎の肺、 肝、 腎等

につき、14週迄の種々の経過のものにつき坊較 し

て見た◎この場合 も1%は2%に 比して聚落が一

般に多 く且つ雑菌の黙では差が無かった。又1%

に於ては勿論の薯、2%に 於ても 、天竺鼠に見ら

れた菌の嚢育の不揃の所見は見られなかつた。我

々は其の後、長期間経過の天竺鼠について實験す

る機會が無かつためで、1%硫 酸水で岡片倉培地

に植へた場合、生活力の弱つでゐると思はれる様
を

な菌 で も培 養 雌 來 るか 、 どうか は 、 は つ を りし葱

かつ た。 次 に マ ウ スに つ き實 験 す る機 會 を得 た。

即 ち 、人 型 菌 陸F.T.P.の0.1塒gを 謬 脈 に 注 射 し

て 、11週 後 に撲 殺 し、 肝 を増 養 した 。 其 の 成績

は 、第6表(後 掲)の 様 で あ る。21Jち 、 天竺 鼠 、

23・週 、15週 の 所 見 と大 膿 同 様 で あつ た。

我 々 は 以 前 に菌 浮游 液 の 定 量培 養 で 、1%,2%

'
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硫酸水を使用する時 は、原液の中に、第2燐 酸菖 前述の23週 繧魑の天竺鼠の脾 を2%硫 酸水で彪

達が夫々1%,2%に 混入された培地が岡A倉 培 理 して、爾者の培地を比較 して見た3
　

地に比 して成績がよい事を詮明し得たので、先づ_其 の成績は第3表 で見る檬に、第2燐 酸曹達の

第3表`,、e

ー

ー
ー

動
物
番
號

256

肉
瞑
所
見

・静

易61

講 彪

理
液

隔

悌 種
地 類
の,

聚 落 激 爵

L

10擁 倍
1一

10鼎2倍

㍉

2%H轟04
耐

岡 片 倉1 痴(12,0,O
,,0,) い の(呂 み・り

N極 ～HPO4
/6L8(1職)' }a3(書 塾 )

2%Na・H}
一 隔一}_

脚qi 8a5(108,80,78,64,) h9(》 至 )

2%H診SO4 澗 片 倉1 柵,冊,90パ45,
i31ゐ(18 曹 )

蹄
} N亀Hpq}

…
脚(謙 欝;う

}・4ao(lll; 遷ll;)
つ癖 ・艮1 K瑞P儀; 翻1(胴,脚,姻「

,甜tヲ)
.1孚L5(191; 讐;)

tl註:1)Oの 中は培地斜面の聚落殿 を示 し、外は挙均値 を示す。
2)柵 柵 は聚落の教 へ られ ない事 を示す。

3)Na2HPO4培 地KH・PO・ 培地は原液に夫 々2%に 混入 され た ものである
。 響

・4)肉 眼 所見は佐藤
、柳澤氏等の標 準に よる。

培地は、岡片倉培地に比して成績が良く、同時に

培養 し冷5本 の培地には、大燈同数の聚落が嚢育

し、又聚落の李均数 も、10・・2倍稀繹のものは、

10-i倍 稀葎のもののih6と なつてゐる。 ・

次に菌接種後、3週 、5週 、14週 等の、家兎の

肝ぐ肺、腎と1%硫 酸水で虞理 して、之を岡片倉

培地と、原液に1%の 第2燐 酸 曹達の入つた培地

動

物

番 肇

號
一

8號

} (5週 目剖検)
瀞

鴇

9號

櫛

・(魏目)

臓
器
の
種
類

轍

.肝

〆

に植へて見ると、14週 の様に相嘗の長期間を経過

したもので も、爾培地の間に著明の差は認められ

なかつた。 ・

2・ 苛性曹達盧置による實験

・・ 我々は以前に菌浮游液の實験で1%苛 性曹達水

で塵理する場合は、原液に1%に 第1燐 酸加里の

入つた培地がよく、2%苛 性曹達水でぱ2%に 第

・・ 第4表1%,2%の 苛性曹韓 水によ る電理 の比較

肺

肝

肺

肉
眼

所
見

冊

認

柵

稀

繹
倍
激

10-2

10-3

10-3

10-3

＼ 培 地 の
・
、 謹 類

NaOH

の 濃 度 ・＼

1%

KH黛PO4培 地

1%

0.3

2%

0.5

3%

q3弓

岡
片
倉
培
地

O

2% L5 1.3 α5/・

as1%1251 。01225・3 ・4・・81・32・5

2%12・3・ ・ い8乳5

1タ5i3-011・8

1争3.0

3,0

87.5

0,6

2%

1%

4、8

86.2

3、5

47.6

4。0

42.8

0

16.0

2% 76.6 6X・6i42・616・2

へ

藤

説:1)8號 肝は4週1目 に其の他は3週 目に獲育 した聚 落を弔 均 して記載 した。

2)肉 眼所見は佐藤、柳澤氏等 の標準に よる。 、
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1燐 酸加里の入つた培地がよく、つユつ1%苛 性曹

達水盧置の方が2%苛 性曹達水に比 して成績が良
ノ

い事 を述べた。天竺鼠の15週 、23週 経過の もの

を、2%硫 酸水で塵理 して岡片倉培地に植へると

畿育が悪いが、同様の ものを、第2燐 酸曹達のみ

の入つた培地に植えると爽育が良 くなる頚は前述

の様であるが、・此の場合に同一材料の、一方を2

%苛 性曹達水で虚理 して、2%に 入0た 第1燐 酸
ま

加里の培地に培養 して見ると、第4表 で見る様に

2%硫 酸水で虜理 して、第2燐 酸曹達の培地に植

えたもめとの間に著明の差がなく、よく蛮育する

事が謹明された。次に3㌍9の 菌 を静脈に接種 し

た家兎につき實験 した。・即ち第1燐 酸加里の、1

%、2%、3%に 入つた培地と、..岡片倉培地を併

用 し、1%2%の 苛性曹達水で同一の材料 を同
タ

時に虚理 して培養した。其の成績は第4表 の様で

ある。
メ

即ち、肝の様に聚落の数の少い ものは絵 り差が

無 励 ミ・大町 於て澗 片倉培地 より・第 鱗 酸

加里のみの入つた培地の方が成績がよ㌧《。そして
ノ

2%苛 性曹達水慮理では大燈、第1燐 酸加里の1

%、2%に 入つた培地が よく、其の間には著明の

差が無い。 又1%苛 性 曹達水露理で も、大醗1～

2%に 第1燐 酸加里の入つた ものが よい。其の中

で も1%に 第1燐 酸加里の入つた培地がよい檬に

思はれる◎そして1%と2%の 苛性曹達水盧理で

は1%の 方が成績がよIAc

第5表 硫酸庭理と苛性曹達庭理の比較
● ε

劉劉難i器鑛講
71肝 囲 … 湾 ・乞・122・31・2・・ii・ ・Slni

8

9

肝H1・ 純 α3}呵 ・・31・1'iY

肺 囲 姻2獅2㈱ 蜘 」32細

肝1朴1・ ・一司 6・・い ・51a・lq6 '

1
乳・1・・7・・186・21・6・ ・

3.苛 性曹達 と硫酸による盧理の比較

我 々は同…一一材料につき、一方は1%の 硫酸水で

虚理 しで、岡片倉培地 と第2燐 酸曹達の1%に 入

つた培地に、他の一方は1%の 苛性曹達水で盧理

して・鴨 片倉培地 と・策 ユ燐酸加里の1%に 入つ

た増地に培養比較 し蔦 動物は家兎であつて、人

型菌3mgを 静脈た注射 したもので、菌接種後3

週、4週 、5週 の様に短い期間に剖槍 したもので

ある。其の成績は第5表 の様である。

第6表1%、H粛04,岡 片倉培地使用と1%
NaOH,KHxPO4培 地使用との比較

動
物
番
號

巖
勘

磁

轡 響猿
か んさ威

つ 臼
理(週

・ 液

10-310-3 !o:・

1覆6WI夏1y
〆

1夏w

び3翅 恥

幽 叢 遡

1%H,,SQ4

・293i-・2

7732_1
'

×1-・3

6週
'

K4

一3159-35

●1
{

・ 一'6897一 413

1%NaOH 十96132 ._-4

=調=雲7
…

11週Ki。

1%H2SOe

13

,3035

一一3
一

一3

59

1%NaOH

_1541701_2024

一 ヱ20143-1516

一879・8

-138140

一1315

-1421

∫

註:1)敷 字は聚落数 を示 すb

2)N3ErHPO4,'KH,,POi培 地は原液 に夫 々

1%に 入つ たものであ る。

3)肉 眼所見は佐繋、柳澤氏等の標準によ る。

翻 勧
一 一22-一_

謎{1)1週 目で+を 記 したのは聚落が見えて も

小 さ くて教 へ られなかつ た事を示ナ。

2)帯 冊 は聚落の数へ られなかつた畜を示

す。 ・

3)xは 雑菌の倭入を示す。



即ち苛性曹達で虚理して岡片倉培地に培養した
ノ

ものを除けば、差が無い㌍次にマゥスにつき、一

方は1%の 硫酸水で虚理 して岡片倉培地に植へ、

他の一方は1%の 苛性曹達水で虎理 して、1%に

第1燐 酸加星のλつた培地に培養 した。sマウスは

人型菌、陸FMP。 と α1簡9静脹に接種した もの

で3週 、6週 、11週 に撲殺 し、肝 を用ひた。共の

成績は第6表 の檬である◎

帥ち経過 日数の如何にかかわらす、苛性曹達虚

理の方が成績がよく、且つ経過の長び くに連れて

爾者の聞の差が増加する様に思はれる。又1週 の

様に長期経過のもので も同墜に培養した培地には

大鐙司致の聚落が獲育した。尚、全例を題 して・

硫酸 と苛挫曹達では雑菌の侵入に就いては、全然

差異を認めない。

礁

rv総 括 並 び に 考 察

動物の臓器は無菌的に採取 しても、途中の操作 之は、3週 、4週 、5週 と云ふ様に菌接種後の期

中に雑菌が入つて、其の儘培養 したのでは結果が

出て來ない。随つて何等か蘭塵理をして培養する 、

事となる。'前虞理した ものを定量的にO.1c.c・と

云ふ様に大量の材料を中試験管に分注した培地に

培養する事は、1白 金耳宛培養する揚合とは可な

り趣を異にしてや る。我 々は最切2%の 硫酸水を

使用して岡片倉培地に植へて居たが、この方法で
も

は動物の長期経過の培養には不適である事を嚢見
タ

した。それで硫酸の濃度を再瞼討 した結果、1%

の方が聚落の多底事及び1%で も雑菌は侵入 しな

い事を認めた。 しかし天竺鼠について、其の長期

経過のものを1%で 虞理 して岡片倉培地に培養す

る機會がなかつたので、この揚合に生活力の弱つ

たと思はれる菌を培養拙來るかどうかは、はつき

りしなV、が、マゥスの11週 経過の培養に於ては、

菌の畿育が悪 く、同時に培養 した4本 ゐ培地に於

て も、其の聚落数は不揃であつた。此の事實から

天竺鼠の経過の長いものは、1%の 硫酸水で塵理

しても、岡片倉培地に植へれば、菌の蛮青は悪 く

.不揃になるのではなからうかと思はれる。次に天
竺鼠、23週経過の ものを2%の 硫酸水で虚理 して

岡片倉培地に植へて蛮育の悪い場合で も、同時に

2%に 第2燐 酸費達のみの入つた培地に培養する

と著明に嚢育が良 くなるρ を見てゐる。階つてそ

れ より濃度の低い 工%の 硫酸水を便朗 した場合に

に1%に 第2燐 酸曹達の入つた増地を用ひた方が
り

よいのではなからうか?そ れで家兎につき1%

の硫酸水で塵理 し、岡片倉培地と1%忙 第2燐 酸

曹達の入つた培地を比較 して見た。すると期待に

反1し⊃其の間に著明の差が見られなかつた。然 し

闇が短いせいではなか らうか?菌 接種後の経過

の長V・ものでは矢張 り岡片倉培勉よりも1%に 第

2燐 酸 薄達の入つた屠地の方が良いのではないか

と想陳される◎

次に天竺鼠、23週経過の もので、2%の 硫酸水

で虚理 して岡片倉培地に植へた ものは嚢育が悪か

つたが、2%の 苛性曹達水で虚理 して、2%に 第
つ

1燐 酸加里のみの入つた増地に培養すると、2%
ギ の

硫酸水で虞理 して、2%に 第2燐 酸曹達の入つた

培地に培養 した時と同様に良 く獲育 して、爾者の

間には差が無かつた。又我 々は同じ材料 を1%の

苛性曹蓮水と2%の 苛性曹達水で虞理 して比較す

ると、1%の 苛性曹達水で塵理 して、1%に 第1燐

酸加里のみの入つた増地に増養 した方が成績が良

かつた。我々は樹、vウ ス11週財の ものにつき、

1%硫 酸水で虚理 して岡片倉培地に植へて獲育の

悪いもので も、lt/oに 第1燐 酸加里の入つた培地

を使用 して、1%の 苛性曹達水で匙理するE、 獲

育のよくなる事を誰明 してゐる。しかも雑菌の黙

では差が無かつた◎随{『ス、アルカリで虞理する

場合は1%の 苛牲曹達水を使用し、第1燐 酸加里

の1%に 入つた増地に増養すればよいと云ふ事に

なる。

次に1%の 苛性曹蓬水を使用して、第1燐 酸加

里の培地に植へる揚合 と、1%の 硫酸水を使用し

て、第2燐 酸曹達の増地に植へる場合 とでは、ど

ちらが良いかと云ふ事であるが、天竺鼠23週 の

ものに於ては、2%の 苛性曹達水と、2%の 硫酸

水とで庭理 し、夫々第1燐 酸加里、第2燐 酸曹達

の培地に培養して見ると差が無かつた。1随つて1
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%の 揚合で も爾者の間には著明の差が無いのでは 簡軍である檬に思はれる。随つて我々は、1%の

なか らうか?尚 、苛性曹達で前虚置をやると容 苛性菖逡で虞理 し、第1燐 酸加里のみの入つた培

易に均等とな り、硫酸虚理に比 して手技の鮎では 地 を使用 してゐる。

,、v培 養 の 方 銭iデ

増養する材料に使用する鋏 とピンセツ トは剖槍

用の ものと健別に して、煮沸漕毒 しておき、各臓

器は 其の 都度漕毒された もので 盧理する様にす

る。先づ適當量(1D9～0.59前 後)の 臓器を切 り

探 り、滅菌 した硫酸紙に載せて秤量する。之を滅

菌 した磁製の乳鉢に移 して、初めは乳捧で良 くた

たき潰すeそ れか ら孚蹄 でよく播 りつぶす。5分

闇位播 ると、チ戸コレ← ト様の ドロド誓した臓器'

の粥が出來る。之に1%の 苛性曹達水を、少量宛

加へて、か きまぜながら結局10-i倍 に稀繹する。

1本 の培地に獲育 した聚落が歎へる事の禺來 る様

に臓器の病攣の程度により、更に1%の 苛性曹達

水で10"-2倍 、10-3倍 等に稀繹 して、1c.c.の メ

スビベットでO.1c.c.宛 培養する◎培地は各稀繹
ぶ へ

について4～5本 宛使用する。培養 し絡つたら、

増地 を手で動かして、其の液が培地の斜面全髄に、

うるほふ様に する。そして 斜面肇にねかせて、
、

・ ・VI結

動物臓器よ りの結核菌の定量培養に於ては、1

%の 苛性曹達で祠虚理 し、原液に1%に 第1燐 酸

加里の入つた培地にGlc.c。 植へるのが最も成績k

がよく、 しかも簡輩である●

る培養基は次の様である。

第1燐 酸加里

原液 味の素

、蒸溜水

37。C8艀 卵器に1～2日 放躍 して乾燥するのを

挨つて封蝋 し、今度は斜面甕から取 り萬 じて、立て

て竹籠に入れて.370Cの 艀卵器に入れて取置 し・

1週 間毎に晃て、聚落の有無を検査する。使用す
〆

1.()9

工09

100.Oc.c.

原 液1卿c.c.に 封 して全 卵 液 を'200c.c.加 ぺ 、

之 に グ リセ リン6c、c.2%eラ ヒ ツ5緑 液6c.c

を加 へ て 、よ くか き まぜ 、6c.c.前 後 中試 験 管 に分

離 して 、一 回 充分 に滅 菌 凝 固す る。 使 用 す る培 地

は な るべ く新 しい もの が よ い。 同 じ一 聯 の實 験 に

製造tた 日の 、2～3週 聞 も違 つ た もの を使 用 ナ

る事 は、混 賃Lを來 す 故i同 一 の 日に製 造 した もの

の み を用 ひ る事 が 望 ま しい。

論.

主 要 文 献

1)C.C.Wesseis:Am.Re▼ 。Tubere.,1941,43,

459.

2)細 沼:馨 學 と生物 學 、 昭17{2、618
ノ ロン

3)柳 澤:日 本 臨 床、 昭23、6、205・
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結核菌の定量的培養 法について

(莫の三)臓 器 よりの結核菌培養に及ぼす二、三

の影響 と非病原性抗酸性菌の出現

財團法人結核豫防會績核研究厭 。(所長 隈部英雄)
粍 小 川 辰 次 ・石 井 和 夫

1緒

我々は定量増養により、ある程度、臓器中の結

核菌の多寡を数學的に測定する事が田來る様にな

つた。然 し、我々の数字は、化學的の或ひは物珪

的の歎字と云ふのにはまだ遠い。動物の1固性の差

等を考へると、い くら努 力七て も、それ迄には達

し得なV・かも知れないが、我々は化學的、或ひは

II豫 備

材 料:人 型 菌 下株 をO・1mg,左 下 腹 部 は 下 に接

種 した 天竺 鼠 を3週 後 に屠 殺 、其 の肝 を 使 用 す る。

肉眼 的 病 攣 は 十で あつ て 、大燈 、病 攣 は均 等で あ

る。(佐 藤 、 柳 澤氏 等 の 記 載 の方 法 に依 る)伽

方法:同 一一臓 器 の 離 れ た3タ 所 か ら 夫 々O・39・

O・sg・O・49と採 り、型 鴫 に2%の 硫 酸 フkで10倍

に稀 繹 して ・P・lc・c・宛 を夫 々岡 片倉増 地 に,10本

培 養 す る。 そ して聚 落 の饗 育 す る迄 の期 聞 及 び3

論

物理學的の正確 さにまで もつてゆ く心構が必要で

あると思ふ。それには培養に及ぼす種々の影響 を

可及的に除去 し、判定を正確なものとする事が望

ましい◎此の意味で表題の様な事 を實験 したので

参考に供する家第であみ。

實 験

週目に獲育した聚落の歎を比較する。

成績:聚 落は2週 目に 全部嚢育 した。聚落歎は

つ・39の場合は卒均474ケ 、0,59め場合は219.4ケ 、

0・49の場合は199 .6クであつて、三者の間に著明

な差は無いと見てよい。帥ち同一臓器に於ては、

病攣が大骨銅 様であれば、同様の培蹴 績 を示す

●事は明らかである◎

,fIII定 量培養 に及 ぼす二 、主 の影響
　

1)臓 器 保 存 の影 響 ・・

材 料;人 型 菌IP株 と3塊9静 朕 に注 射 した家 兎 を、

て 、大 艦 李 等 で あ る。'「

方 法:臓 器?一 部 を剖槍 の 當 日に培 養 し・礎 りは

氷 室(3。C)に 保 存 し、 翌H、 翌 々 日に培 養 して比

較 して 見 た。臓 器使 用 量 は 、當 日1.29、2日 目L19

3日 目1・59でthiつ て 、型 の 如 く1%の 硫 酸 水 で

塵 理 して10倍 稀 繹 と し、其 のO.1c.c。 宛 を夫 萎10

本 の岡 片 倉培 地 に培 養 した 。培 養 後 は毎週2同 宛
ノ

瞼査 して、聚落の嚢育する迄の日数及び第3週 目

に焚青 した聚落の数と比較 した。

`

成績:第1表 の様である。

第1表 臓器の保存日籔の培養に及ほす影響

珂
聚 落 剃(176。8123.61轟～245)(83～178)k縣8)i

pti」2翠i・1・1・

囎 緻lltw・ ・32

H測 …11・ 10

註:1)聚 落敷は10本 の培地の李均 を示 し

て)の 中は最少 と最多を示す。

2)獲 育 日籔の欄 の敷字は獲育 した培 地敷

を示す◎

即 ち聚 落 の数 は著 明 の差 は無 いが 、多 少減 少 す

一一_25___



る傾向がある。叉聚落の螢育する迄の日数は、保

存期闇の永び くにつれて、おくれる傾向が認めら

れる。叉雑菌の侵入は何れの揚合にも認められな

かつた故、差が無いものと見てよい。尚我々は同

様の材料を2%の 硫酸水で庭理 して同操に保存の

影響を見たが、1%の 硫酸水使用の揚合 と全 く同

檬の成績を得た。以上の結果から臓器は氷室に保

存 されて も、ある程度盛育が阻害 される事は明瞭

である。

2)臓 器と播 り潰ず時間の影響

材料∫人型菌F株 を3mg静 脈に注射後、27日 目

に発死した家兎の肝、肉眼所病饗・恥 犠

方法 二臓器を0.89宛,3個 とり幽して、各 を10

分・20分 ダ30分 と乳鉢で摺 う潰 して、1%の 硫

酸水で100倍 に稀繹 して、其のO.1e.e.宛 を、夫

々岡片倉培地10本 に培養 し、聚落の螢育する迄

の期間 と、4週 目に嚢育した聚落の歎 を比較 した。

成績:第2表 の様である。

稀繹齋鯨 りに過 ぎたので・比較するのには適當

では無いが、播 る時間の永び くに蓮れて、聚落の

歎が減少し、又襲育する迄の日歎 も、おくれでゐ

る。帥ち臓器を乳鉢で揚 りつぶす場合に、時間が

第2表 擢る時聞の培養に及ぼす影饗

分30
1

分20

「
分皿

…
聞時る摺

.

)αB昭φ

洲
印
Mσ

d轟k
殿落聚

Ò

1
0

f■

0

ー
週1

3

一
5

-
10

1週1

5
、

1
9

1
10

1週蓋 一

5

1
10

f
10

ー
週W

蟄

育

日

激

註:1)2)第1表 の場合 と同 じ。

長 くか か る と、 それ だ け結 核 菌 の嚢 育 が 悪 くな る

事 は 明 瞭 で あ る。

3)培 地 分 注 量 の影 響

方 法;長 さ18cm,口 董L8Cmの 中試 験 管 に 、・

4c・c・,5c・c.,6c・c.,7c.c・ と4種 の 定 量 の 異 な る岡

片 倉培 地 を作 り、 之 に 手 振法 に よつ て 、1c.c.中

30mg含 む様 に調 製 され たBCGの 原 酸 を、 滅 菌

蒸 溜 水 で 稀繹 して 、1c・c.中10-1mg含 む 様 に し、

之 を1%の 硫 酸 水 で 更 に10倍 に稀 繹 して10-2mg

と し、 直 ち に容 量 を異 に して作つ た岡 片 倉 培 地9

本 に 、O・1c・c・宛 を培 養 し、4週 昌に 嚢 育 した聚 落

の 数 を比 較 した。

成績1第3表 の檬 で あ る。

第3表 培地容量の培養に及ぼす影響

聚落 培地馨量{
の分類

40,c. { esc。c. d 6¢,o. 70,C.

激 へ 得 た も`のli31・ ・?9irv2・7)1 189,9(]L62ノ ・)22ξ5i)
1凧3(84Av236)い88・6(87-223)

敷へ られなかつた もの 0 0 3 1 3

註:1)敷 へ得た ものの欄 は聚落教 を示 し()の 中は最少 壕 多 を、外はZlsSili値を示ナ。

2)緻 へ られなかつた ものの欄 の数字は培地敷を示 す。

帥ち6c.c.76,c.の 聞では差は無いが5c.c.4c.c・

と少 くなるに蓮れて、聚落の数が減少する傾向に

あ り、殊に4c.c.に 於ては評此の傾向は強い。我

々は以前の實験に於て、臓器其のものは培養には

影響 しない事を知つたので、この實駿の結果は、

直ちに臓器培養の場合に當てはまるもの と考へて

よい。

4)停 電による艀卵器温度憂化の培養に及ぼす

影響

我々は昭和22年11月 初よ り12月 に亙つて臓

器の培養を實施 した。たまたま、不定期の停電に

よつて鰐卵器の温度は支離滅裂 とな り、培養の結

果 も全 く不確實な ものとなつた。唯此の場合、長

い経過の後に、病攣にほぼ相慮すると思はれる程

度の聚落の 嚢育を見た。我々は 今迄、艀卵器の

温度に 就いては、全 く無關心で あつたが、偶然

に も上述の様な 機會を得たので、此盧に 報告す

る。

温度の攣化1停 電の度々起つた11丹8日 より12

月27日 迄、9時 、12時 、16時 の3同 に亘つて卿

卵器の温度を測定して見た。12時 だけの温度を示

せぼ次の檬である。 一

一26-__
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第1岡 艀 卵器 の温度の愛 化

'"y…1噸 「 齢 「 』… 十禰.騨ザ'

即 ち第1圖 で 見 る様 に 、370C以 下 の事 が23回 、
ノ

帥 ち約 牛 分 で あつ て 、最 も低 か つ た の は23。Cで

あつ た。 又37。Cよ り高V・温 度 を示 す 事が 度 々で 、

370Cを 示 した事 は数 へ る程 しか無 い◎ 街 第1圓

に は書 いて ゐな い が42。Cを 示 した 享 が1度 あ り、

40。Cを 示 した 事が5同 あつ た 。

方 法:停 電 の頻 繁 に あつ た期 聞 に於 け る材 料 と し
み

て は 、人 型菌 、 陸F、 柴 野 、柴 田 、今 藤 の4株 を 、

.lee第4表

O・lmg宛、天竺鼠の左側下腹部皮下に接種 し、5

週、乃至6澱 婦 馳 て、期 庶 腺 肺、

膝雲i淋巴腺、接種島所等 を用ひ1%の 硫酸水で

虚理 して、陶片倉培地に植えた。又停電の無か
ゼつた時に培養 した材料は、陸FO・lmgを 皮下

耽 注射 して、7週 後に屠殺 した天竺鼠の脾で・

之を2,%の 硫酸水で虚理 して岡片倉培地に培養

してゐる。そして之等の2群 に就いてv夫 々培

養陽性の培地を集め、之等を前者では培養後7

週 目の聚落を、後者では増養後4週 目に褒育 した

i聚落を1～10ク,11～50ヶ,51～100ヶ ・101～

200ク,201ク 以上、、の様に5群 に分けて、之等

の群に麗する培地数を調べ、更に夫等の群の培地

に就いて、何週目に初めて聚落が蛋育 したかを調

べて見た。そして、停電 した場合 と、停電 しなか

つた場合の畿育の状態 を比較 して見た。

成績:第4表 の様である。eww

撫

贈卵器の温度ρ攣化の培養に及ぼす影響

晦 卵 器
の 濃 度

動
の
劇
し
か
つ
た
場
合

C

常
に
ア

で
あ

つ
た
場
合

3

搬瀞 卜 週レ 週}・ 週 rv週 咽{脳 壇 週

1～10
73123208、

1(32・6」%)(55タ6)(幣9タ 多)(3・5%)

11・》50

61～100 「 「 一
(21髪)lesis5%){

17丁

12

00

101・V200 t
5 4

2・・以 上1 1 ,121
4

・・一 ・・i
i(蕩(7縷)レ(銑)

、11～50
…(4095%)「(み)1

5・～ …1・ 151
10

{
101～200 し

201以 上 191

註:教 字は培地激を示す。

帥ち停電が無 くて艀卵器が常に37。Cを 保持 し

てゐた場合は、聚落が51ク 以上であれば、2週

目で聚落が獲育してゐる。叉11～50ケ で も大多

籔は2週 目で獲育 し、M週 目で襲育したのは2同

だけである。堆も少い1～10ク では3週 目に獲育

するものが大部分であつて、次に2週 目で嚢育す

るが多く、4週 目で嚢育するものは、・極 く少数で

ある◎之に反 して停電が 多くて艀卵器の温度の饗

動が劇 しかつた場合は、51ケ以上の聚落のもので

も、4週 、5週 に獲育 してゐる◎3ζ1～10ヶ 、

11～50ク では、4週 、5週 目で大部分獲育 してゐ

るが6週 、7週 に磯育が遅れてゐるものがあ φ、

之の傾向は、聚落の最 も少い1～10ケ に於て著明

である。帥ち停電の場合は大髄、聚落の嚢育が2

一 一27一
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週間逞れてゐると易てよb。 停電の場合は1%の

硫酸水で虚理 しても、この様に獲育が遅れたので

あるか らして、停電 しない時の前虞理 と同様に、

2%の 硫酸水で虚理 してゐたら、其の聞の差は、

もつ と著明なものとなつたであらう◎樹、聚落の

数に就いては比較すべき材料が無いので示明であ

るが・饗育のお くれる事を見ると・多少と転 影

響するのではなからうか?

""第5表
非病原性抗酸性菌の搬出表

W非 病原性抗酸性菌の嵩現

我 々は、人型菌を皮下に接種 した天竺鼠、静朕

内に接種 した家兎、マウス、等 を種 々の時期に屠

殺 し、或ひは発死 したものに就いて1%・2%の

硫酸水で盧理 して岡片倉培地に植へた り、或ひは

1%苛 性曹達水で麗理 して、第1燐 酸加里の培地

に植えた りして、臓器や皮膚を培養 してゐる中に、一

種々の非病原性の抗酸性菌 を検禺 した。・φ㌦ ●

勤 礪 劉 天 竺

欝 醗lN死 屠

糠 臓撒135固 檸 ・2612・47・ ・29

淡ilil・1・1

麟の臨 脾圖 肺畷巴翻 剛こ匪璽一 脾囲 肺腎

陽

性

臓

器

敷

黄
亀
め
種
類

鼠 家 兎 徳

殺 蝿 ダ司 屠 殺
計

・2gl4・L盛2凶gl艶

3i・ 「17

黄 ・い 回31i・131egl
i・i国1…1目43

白 ・い/ uJ2
葱 馴OlOl'1(27。5%)轟)131(a騒 轟)i(磁)(3酬0}0{1揖 ㍉11(1義)〕Ol轟)

註:1)淋 巴腺は左膝蟹腺を示す。
2)接 種局所は左下腹部の皮虜を示す。

即ち第5表 で見る様に1035同 の培養中52同

帥ち5.O%に 於て非病原性と思はれる抗酸性菌 を

槍出 した。之等の中、大部分の ものは黄色を呈 し、

淡燈色、荻白色をとるものも少々あつた◎聚落の

外観は次白色の ものね漏潤性であ り、粟の他の も

のは寧ろ粘稠性であつて、聚落の乾燥 してゐるも

のは1例 撫 かつた・聚落の数は・大多厳叫 ク・e

2ケ であつて、之等の菌以外に結核菌の聚落が認

められた。叉聚落の獲育は、常に370Cで あつた

卿卵器では、1週 聞前後に嚢育したものが多かつ

たが、停電の爲に艀卵器の温度が不定であつた場

合は、2週 目で嚢育 したものが其の孚分の11例

であつて、次に多いのは、1週 旨、3週 目であつ

て、夫々δ例であつた。伺、嚢育が更に遅れて、

脚

IV

我 々は人工的な培地により、叉其の操作によリ
ノ

結核菌をつかまへ、吏に之を定呈 しようと云ふの

であるが、我 々は之等の方法が可な り進歩 したと

思つて も、結核菌に云はぜれば、寧ろ、手技の不

4週 目に嚢育 したものが2例 、7週 目に襲育 した
メ

ものが1例 あつた。邸ち非病原性の抗酸性菌に於
イ

て も温度が不定であると畿育が遅れる事が明らか

で あ蒼。臓器や皮膚の中で一番多く槍出されたの

は接種局所の皮膚であつて、之は屠殺、蜷死の別

がない。次に接種局所の所麗淋巴腺、肺等に於て
一多い。そ して脾、肝等では稀である。伺マウスは

72匹 につき脾、肝、肺、腎と培養 したが 、非病原

性の抗酸性菌を見出す事が出來なかつた。之等の

非病原性抗酸性菌が、接種局所、淋巴腺、肺等、

直接、聞接に外異 とのつなが りのある所に多いの

は、自然界の抗酸性菌と關係があるものと思はれ

る。

総 括 及 び 考 察 ン ρ

完全に一驚 して居るか も知れない。 この様に考1》

ると我々の手技にはある限輿がある。それにして

も、其の理想に向つて一歩でも近づ きたいと云ふ

のは我々の念願である。我々は身近に経験 した二
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三の事に就いて記 したが、之は、我 々の理想實現

の足 しの一片にしか過ぎない。我々は之等の事實

を集積 して、之を土壷とし、更に一歩を進めたい

と思つてゐる◎結核菌の分離培養、殊に其の材料

が汚染 されてゐる時は、なるべ く早 く培養が絡る

事が理想である。此の瑞は定量培養に於τ も當然.

あてはまる薯である。我 々は他ρ汚染 された材料

程では無v・にしても、臓器の保存の永び くに蓮れ

て、嚢育の阻止される傾向のあるのを見た。又播

る時聞 も蝕 りに永び くと焚育の悪 くなるのを見た
む

が、之はBCGワ クチンの手振による製造に於て

時間を長 くかけると、それに相當して生菌量が減

る嶺實 と一致するものと思はれる。我々の経験に

よれば、殊に苛性曹達水による虞理では、5分 前

後で均等になる。丹念に時聞をかけて播る事は禁

物である。我々はス、培地の容量が絵 りに少くな

ると登青が悪 くなる薪を見た。O.lc.¢.と云ふ様 な

大量の ものを植へるのであるからして、培地の容

量が少ければ、苛性曹達の比較的の量が大とな り、

又培養 した液の乾燥する期 日も永びいて、嚢育が

遅れるものと思はれる。我々の實験では・6～7c。c。

であれば よい◎次に艀卵器の温度であるが、我 々

は37。Cの 艀卵器を使用 してゐるが、一般に之で

よヤ・とされ、温度に就いては鯨 り實験 され てゐな

V結

1)臓 器を氷室に保存して も結核菌の襲育が遅

れる傾向がある。

2)臓 器を筑鉢で摺る時聞炉長 くなると稜育が

悪 ぐなる。

い様である。耳Koch・ によれば哺乳動物の結核菌

に於ては42。Cで は3週 聞内にはすこしも焚育 し

なかつた し、30。Cで は輕度の獲育を示 し、又

28。C～29。Cで は42◎C同 檬にす こしも焚育 しな

かつたと云ふ。

我 々は今偶の纏験 によつて、停電が頻繁に起 り、

艀卵器の温度の攣化が劇 しいと、かな り結核菌の

嚢育を組害するものであると云ふ一端 を、うかが

ふ事が萬來た。随つて域績の判定に當つては、愼

重である事が必要である。樹、槻察に就いて注意 ・

しなければならないのは非病原性の抗酸性菌の禺

現であるが、然「し、之等のものは大多激は著色 し

て居 り、しかも聚落が温潤乃至粘稠性であ の、培

養後 、早期に獲育する等の葛 を考慮に入れれば、=

結核菌との鑑別は、さして面倒では無いと思はれ

るが、術、疑はしい時は動物接種 をやつて判定す

る事が正 しい◎ 、'

以上の事實は、現在我々が使用して居る手段 と

は違ひ、1%,2%の 硫酸水で塵理 して、岡片倉培

地を使用 したものが大部分であるが、現在使用し

てゐる方法、帥ち1%の 苛性曹達水で虞翠 して、

第 ユ燐酸が量の培地に植へる場合に も當然、賞て

はまるものと考へてよ"。 ・

鑑

論

3)培 養基の分注量が少いと螢育が悪い。

4)非 病原性の抗酸性菌を5%に 獲見 したが一

番多いのは、菌接種局所の皮膚であ り、次 いで所

屡淋巴腺、肺等に多Vb。

の ダ

地 方 學 會 欄 融 一 ・
甑 い}

日本結核病學會會則第31條 に依 り關東地方峯會は昭和24年1月22日 東京馨科{

大學に於て畿會せられ會則並に役員の決定をみた。参會する者320名 を越え愈長に

は春木秀次郎博士が選畢せられ、引績き演設が行はれ光が極めて翼摯盛 會 で あ つ

た◎ 評

演設要旨は奉誌次號に掲載の豫定である。 .

へ 一 惣
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